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加藤 光峰（かとう・こうほう）
1934年生まれ。1957年龜甲會創立。
現在まで古代文字にまとを絞り、独自の作品を内外で展開し続
けている。
2007年　New York五番街 Forbes画廊にて画廊企画
「加藤光峰個展」（Exhibition Brush in Ink）開催。
2008年　第39回龜甲展開催（上野の森美術館）。

筆墨心画
墨線とは内面という名の心臓よりあふ
れ出る黒い血液の軌跡である。
古代文字、甲骨文字・金文に魅せられ
五十年…。
研鑽の末に辿り着いた第一人者の書。
「光峰の線」の本質と来歴が本書で余
すところなく語られる。

殷・周の時代に残された中国の古代文字に魅了され
追求し続けてきた、書家・加藤光峰。
100点もの作品をダイナミックに掲載した図版と、古代
文字と共に歩んだ半生を振り返るエッセイで構成し
た書画集。

文字誕生時代の人々との対話



聲　
筆墨心画―私の半世紀―エッセイ
加藤光峰略歴墨線　大作　臨書　小品　個展

第Ⅰ部 第Ⅱ部
代表作、近年の成果を踏まえた新作、数々の個展出展作など、あわせて100点
で構成。さらに、漢字の成り立ち、意味、象形の解説も掲載。
　　　　　　　

大道無門　〈制作年：2005　サイズ92×180cm　出展：『墨』174号〉

甲骨曼荼羅
〈制作年：2007　サイズ120×120cm　出展：New York Forbes 個展〉

星雲　雪華
〈制作年：2007　サイズ各130×130cm
出展：New York Forbes 個展〉

加藤光峰の「線」を求め、文字の根源から学ぶ
―感じるのは、やはり光峰の線だ。それが言いたいわけです―
私は、文字の源泉から人間の内面律を学び取りたいと願っています。そのためにも出
来るだけ幅広く、そして奥深い「芸術的想像力と思索力」を身につけたい。古代文字は
最もシンプルな形体で、しかも格調も兼ね備えています。また、私には人間の普遍的な
美意識と訴求力（エネルギー）が強く感じられます。
それらが私の制作意欲をおおいに駆り立ててくれますし、私の生きる意味までも訓え
導いてくれるような気がする昨今です。

スヌーピー
漫画家シュルツ氏の世界一周展示イベント
に日本の筆墨作家として依頼され、二十数
点制作。（140×140cm）


